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帝の高さの知覚における||頂応水準に関する実験研究

AnExperimentalResearchontheAdaptation-Level

ofthePerceivedToneHeight

坑敦史

Ats郷sﾉｶｉＳｃＭＤａｉ
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条件分析から柚Ⅱ)した知覚の様々な性質を，いわゆるゲ

シュタルト法則として示したのであった。

ゲシュタルト心理学者によってなされた，知覚の様々

な構造Iこ関する質的な記述や，文脈や背景をも含めた全

体として知覚を捉えることの重要性を，また，関係系の

概念を踏まえて，これらを数hk的に扱うことを試ゑた

のが，IIelson．Ｈの順応水準理論（adaptalio昨level

theory）である（古崎，1964)。Helsonによれば,順応水

準（adaptation-level，ＡＬ）とは，イJ機体のそのときの

l順応状態を反映して，環境から有機体にはたらきかける

全ての刺激と有機体の内部から行釛に影響を及ぼす全て

の刺激から決定される，有機体の行動の基準である。あ

る刺激が有機体においてどのような反応を引き起こすか

は，その刺激の111【(応水１kからの逸脱の度合いによって決

定さｵ'る。ｌⅢち，l111xi応水準からある方向に逸脱した刺激

は，例えば，青緑・快・接近といった反応を引き起こす

のに対して，逆の力向に逸脱した刺激は，赤・不快・回

避といった逆方l｢Ｉの)又応を引き起こす。さらに，lllln応水

準に等しい刺激は，イT機体に何らの反応をも引き起こさ

ないか，或いは中性的・無記的反応を引き起こすＩｏＨｅＬ

ｓｏｎは，｜頂応水Ｗｌを決定する刺激にIHIして，（１）現前し

はじめに

我々は，どのような対象についても，その対象のもつ，

ある様相について，何らかの質を知覚するが，そのよう

な知覚は，例えば，大きい－小さい，菰い－軽い，Ujる

い－暗いといった，llI1j極性を備えている。また，これら

両極の質の中間には，大きくも小さくもない，重くも軽

くもない，明るくも暗くもない，といった中性的な質が

存在するcMetzgerは，知覚に内在する，このような心

理的な質の連続体を，関係系（Bezllgssystem）と呼んだ

(野口，1964)。

ところで，ある一定の対象(よ，常に一定の質をもつも

のとして知覚されるわけではなく，対象が置かれている

背景や文脈の影響を受けて知覚は様々に変容する。従っ

て，我々は，知覚を，’114素的感覚群の単なる寄せ集めと

してではなく，構造をlilllえた総体として捉えなければな

らない。このような知覚のダイナミズムを指摘したの

が，ゲシュタルト心理学背であることは言うまでもない

が，彼らは，主に視知覚の諸現象に関する綿密な観察と

’従って，順応水準は，操作的には，無反応或いは中

性的反応に対応する刺激の値として定義される。
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判断の直接の対象となる，焦点刺激，（２）判断の直接の

対象ではないが，Iml時或いは継時的に存在して，１KI|断の

文脈を形成する，背！(刺激（或いは文脈刺激)，（３）過去

経験など，前述のi,Ilj者以外にｲT機体に残存していて実験

的統｛lillを加えることができない，雌余刺激，という３つ

のクラスを設ける。そして)強いｲj彩照明下の無彩色票

にみられるcolorcolIversionにｌｌｌｌする実験，また，錘

の繭さの知覚に関する実験（Helsu11,1948）から得られ

た１１頂応水準の実in||伯が，次のような一般式，

解をⅡ指す試みの一環として，音の高さの知覚に及ぼす

順応の効果を検討するものである。音の高さは，主に周

波数に依存して変化することはよく知られているが，周

波数によって完全に一義的仁商さが決定されるものでは

ないことは，Stevens（1935）が端的に示している。ま

た，ゲシュタルト法則は，聡知覚においても成立するこ

とが示されている（Vicario，］982;Deutsch，1982）こと

から，聴知覚においても，背｣;(や文脈を考慮に入れた包

括的なアプローチが必要であると考えられる。事実，音

の大きさの)|旧応水準に及ぼす繋留刺激の影響について

(よ，既に組織的な研究が行なわれている（難波・吉川・

桑野，1970；吉川，1968)。さらに，音の高さの知覚の変

容については，聴覚の疲労２や学１Ｗといった，l11q応とは

異なる概念の下でも，いくつかの研究が行なわれてい

るo

Christman（1954）は，600Ｈｚの純音を標準音とし

て，先行音の周波数が後続する標準音の主観的な高さに

どのような影響を及ぼすかをマッチング法を用いて検討

した。この結果，標準音より,断い周波数の先行音が呈示

される場合には，標準音の主観的な高さは，そのような

先行音が存在Ｌない場合よ')も低下し，逆に，先行音の

周波数が，棟Ｗ１ｉｆよりも低い吻合には，標準青の主観的

なIl7iさは上昇することが|ﾘ]らかになった。Christman

は，さらに，先行ffと標淋音とのⅡ､↑間間隔を変数として

突験を行ない，この時|lMIilll鮒がjiUiいほど主観的な高さの

移動が大きいことから，凶形残効現象に関する研究から

提出された痕跡説からこの結果を解釈できることを示し

ている（ChrlsImanalldWilliKlms，1963)。

Ｊ()hnsolI（1949）は，256～4870Ｈｚの範閉の，ｌ/４オ

クターヴ間隔の１８純音を，９青づつ高音系列と低音系

列の２つの刺激系列に分け，刺激系列が高音系列から低

音系列に，或いは逆に低音系列から,苛音系列に切り替わ

る際の青の商さに関する判断の変化を，学習1111線として

表現することを,式ゑている。彼'よ，系列の各音について

｢高い」か「侭い」かの２件法で反応するように被験者

に求め，このデータに恒常法を週)|Ｉして，nlj・低Ｉ１Ｉｌｊカテ

ゴリーの境界１Ｍ〔を求め，系列の反復回数の関数として示

した。この結果，カテゴリー境界l([は，各刺激系列の中

央値にほぼ一致すること，岐初に呈示される系列の反復

'''1数が多いほど，次の系列に:'ずける境界値の安定が遅く

なることが示された。Johns()、のいうカテゴリー境界

値は，順応水Nl1のひとつの代表値と考えることができ，

その意味では，この実験は，順応水準が，刺激の分布範

UI1の中央値付近に安定する傾向の強さを示すものである

logＡ＝’1(DIgX＋９１o｣L【〃＋７１(〕ＲＲ（１）

によって，これら３１Wi類の刺激の川１１１〔対数平均のかたち

で予測されることを示した（Helson，1964)。ただし，Ａ

は順応水準，ｘは焦点刺激の幾何平均，Ｂは背景刺激，

或いは均一の背景が存在しない場合には文脈刺激の幾何

平均，Ｒは残余刺激を表わしており，ｐ･9.ｒは３つのク

ラスの刺激の順応水順に対するｲ１１対的な影響力の度合い

を示す重み付けの係数である。，＋９十'－１とすること

で，これらの重象付けの定数の値を基準化する。

以後多くの研究者が様上な現象についてこの理論の妥

当性を検討し，修ｌｌｉをⅢⅡえてきた。殊に，Parducciは，

刺激の分布範囲と分ｲijの型を突験によって操作すること

から，刺激系列の１１１点を一定に保てばＡＬの変動が生

じないことを見いだし，ＡＬの代表化としてllill激系列の

加重対数平均よりも'１１央値を採１１]することを提案してい

る（野口，1964)に，

ところで，このような修正の試承も，個々の実験事実

への適合を過度に追求すれば逆に理論としての一般性を

失うことになりかねず，また，そのような検討が，主)こ

知覚判断の研究の文脈の下で行なわれてきたために，元

来，有機体の行動全般を包括する概念であった順応水準

を，知覚判断のみに関する精神物理学的ベラメータとし

て印象づけることになった。しかしながら，順応水準理

論の最大の意義は，ゲシュタルト心1'M学と機能主義との

統合へのひとつのアプローチを示したことにあるのであ

って，その意味でIlels()ｎの府想は，現在も依然とＬて

その価値を失ってIよいない。

本研究は，このようなlllfi応水準lll1iiiliの独創性と一般性

を尊重しつつ，これまで主として祖知覚の領域で腱附さ

れてきたこの理論を聡知覚に週ⅡIして聡知覚の包括的理

２Helsonによれば，疲労と順応との決定的な相違は，
疲労が単なる感度の低下を示すのに対して，順応

は，ある刺激に対十る感度の低下と同時に別の刺激

に対する感度の上昇をも意味するという点にある、
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た。いずれも曳験に支障のない聴力を狩っており，また，

専門的音楽教育は受けていないが，楽器滅奏や貯楽鑑賞

を趣味としている。

装置刺激呈示の時間統制・反応の記録は，全てパー

ソナルコンピュータシステム（Macintoshll，Apple

Computer製）で実行されるシーケンサソフトウェア

(Performer，ＭａｒｋｏｆｔｈｅＵｎｉｃｏｒｎ製）によって制御

されている。コンピュータからのiliU御|｢Ｗ･は，ＭＩＤＩイ

ンターフェイスを介してＦＭ音源モジュール（TX-81Z，

ＹＡＭＡＩＩＡ製）に至り，ここで音声倍+〉を発生させ，こ

の音戸信号は，遮音室（ＡＴ､5Ｂ,ＲＩＯＮ製）内の被験者

の装着したへツドフォン（ＳＥ-2,ＰＩＯＮＥＥＲ製）にお

いて再生される。被験者の反応は，ＭＩＤＩキーボード

lMT-240,ＣＡＳＩＯ製）からＭＩＤＩ信号として出力され，

ＭＩＤＩインターフェイスを介して，パーソナルコンピュ

ータにおいてシーケンスデータとして記録される。Ｆｉｇ．

１に，装侃柵成を棋式的に示した。

手続きｌ順応刺激に関して，（１）刺激系列のうち最も周

波数の高い音であるＢｂ５を他の刺激の３倍の頻度で呈

示するBb5-Adaptation条件，（２）刺激系列のうち最も

周波数の低い音であるＦ２を他の音の３倍の頻度で呈

示するF2-Adaptation条件，（３）７刺激を均等の頻度

で呈示する統ilill条件を設けた。Bb5-Adaptalion条件．

F2.AdaIjtRItio1D条件においては，まず７刺激をランダ

ムに配列したものを１系列として，５系列呈示した後，

と考えられる。

以上のような諸研究を踏まえ，ここでは，誤りのない

体系化のためには刺激の広い範囲にわたって検討しなけ

ればならないというHelson（1964）の主張に従って，広

い周波数範閉について，音の高さの知覚に及ぼす順応の

効果を包括的に記述することを試みる。

ところで，いわゆる音の高さには，２つのM6I11が区別

されるべきである。第１は，toneheightと呼ばれるも

ので，主に周波数と共に，「高い－低い」という－次元的

な変化を示し，音色として経験される。第２は，chro‐

ｍａと呼ばれ，オクターヴ関係を基礎とする円環構造を

持ちカテゴリカルな高さである。これまで述べてきた

｢音の高さ」は，IMI者を指していることを明記しておく。

実験

実験１－呈示頻度の選択的増大の効果について－

目的特定の刺激の呈示頻度を選択的に墹大させるこ

とによって，音の高さの知覚にどのような変化が生じる

か検討する。

方法

刺激刺激青として，平均律音階上のＦ２＝174.61

Ｈｚ，Ｃ３＝261.63Ｈｚ，Ｇ３＝391.99Ｈｚ，Ｄ４＝567.33Ｈｚ，

Ａ４＝880.0Ｈｚ，Ｅ５＝１３１８．５Ｈｚ，Ｂｂ５＝１８６'１．６６１１２の７

純音を用いた。

被験者心理学専攻大学院生２名を被験者として用い

撰司

Ｐ３）

FigLApparatus・

AI1thecontrolofexperimelltatiｏｎｉｓｄｏｎｅｕｎｄｅｒｔｈｅｐｅｒｓｏｎａｌｃｏｍｐｕｔersystem･Control

signalsfromcomputerreacｈｔｈｅＦＭｔｏｎｅｇｅｎｅｒａｔｏｒａｎｄｔｂｅｄｉｇｉｔalsynthesizerthrough

MIDIinterface･Audiosignalsoscillatedingeneraｔｏｒｓａｒｅｒｅｐｒｏｄｕｃｅｄｗｉｔｈｈｅａｄｐｈone･

Subjects，judgemenｔｓａｒｅｐｕｔｏｕｔａｓＭＩＤＩｓｉｇｎａｌｓａｎｄｒｅｃordedbycomputerassequence
data．
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ランダムにｎ.列した９刺激（１１１(l応刺激の３回の繰り返

しにそれ以外の６刺激をbⅡえたもの）を’系列として，

'５系列を繰り返した。従って，lIlli灸('|:とも，般初の５系

列'よ，全ての刺激が等しい頻度で呈示ざｵ,，それに続く

１５系列では，ｌＩｉ１激系列の端点にあたる刺激が他の刺激

の３倍の瀕度で呈示されることになる。統Iljll条件におい

ては，７刺激をランダムに配列したものを１系列とし

て，２５系列を繰り返して呈示した。これは，各条件に要

する実験時間を極力等しくするためである。全条件にお

いて，被験脅は，全ての刺激に関して，その音がどのく

らい高いと鵬じるかについて，－３（非常に低い）から

＋３（非常に,１Wい）までの７段階のカテゴリー判断を行

ない，カテゴリーを表示したＭＩＤＩキーボードを用い

て反応した。ｌＩｉＩｌ激の呈示時'１１１は１秒で，ＩＳＩは３秒であ

った。

結果FiH,２は，実験１の各条件１こついて，５系列を

１ブロックとして，ブロック毎の青の満さの評定値の推

移を示したものである。これによると，統制条件におい

てiよ，各刺激に対する評定１１１(は，ほぼ変化しないことが

わかる。第１プ'コックの評定値と第５ブロックの評定

値に関Ｌて【検定を行なったが，イj意兼はみられなかっ

た。－刀，刺激系列のうち肢も川波数の高い音である

Bb5を他の刺激の３倍の頻度でＩｊｌ示するBb5Adapta‐

tioI1条件では，Ｂｂ５の高さが時１１１１とともに低下し，刺

激系列のうち賎も周波数の低い音であるＦ２を他の音の

３倍の頻度で鼎示するF2-Adaplalioll条件では，Ｆ２の

,削さは'二ｹＩする傾向が見られた。鋼ｌブロックの評定値

と雛４ブロックの評定価に関してｔ検定を行なったと

ころ，１ｌｂ5.Adal)t【ltioI1条件におけるＢｂ５とＥ５の評

定順，また，F2-Adaptation条件に:1JけるＦ２の評定値

について，５％水準でｲj意差が見られた。
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Fig.３に，各条件の最初のブロックと雌後のブロック

のデータについて，ＡＬの値を算出mして示したいこれ

によると，統制条件においてはＡＬの変化はほとんど

見らｵlないのに対して，Bb5-Adaptation条件ではＡＬ

の値は上昇し，逆にＦ2.AdaptaIiolI条件では低下した,，

従って，刺激の連続休止で，ＡＬは''１回応ﾙﾘ激の側に近づ

くかたちで移動したことになる。

実験２－繋留刺激の効果一

目的突験１においては，特定の刺激の呈示頻度を迦

択的に増大させることによって引き起こされる|順応の効

果が認められたｃ実験２では，順応刺激を，繋留刺激の

形式で呈示して，順応を介して音の高さの知覚がどのよ

うに変容するのかについてさらに印](M1にiid述することを

誠ふる。

方法

刺激刺激音として，平均律音階上のＦ１＝87.31Ｈｚ，

D#2＝155.82Ｈｚ,Ｃ#3＝277.6'１５Ｈｚ，Ｉ33-193.88Ｈｚ,Ａ１

＝880.0()Ｈz，Ｇ５＝1568.011Ｈｚ､Ｆ６＝2793.80Ｈｚの７純

音を用いたロ各青のラウドネスが等しくなるように，装

置の出力強度を調整したⅡ

被験者心lilU学専攻大学院生・学部学(1A計３名を披嶮

者として用いた,二:いずれも実験に支障のない聴力を持っ

ており，また，専門的音楽教育は受けていないが，楽器

演奏や音楽鑑賞を趣味としている。

装置災験１と共通である。

手続き順応刺激に関して，（１）７刺激のうち最も周波

数の高い音であるＦ６を，繋留刺激として呈示するＦ５

Ａｎｃｈｕｒ条件，（２）７刺激のうち最も周波数の低い宵で

あるＦ１を，繋留刺激として呈示するＦ１､Ancho「条

件を設けたＵランダムに配列した７刺激を１系列とし

て，２０系列を繰り返して呈示した。実験１の統制条件

Iこおいて，イT意な評定値の変化が見られなかったため，

統制条件はおこなっていない。全条件において，被験者

は，全ての刺激に関して，その音がどのくらい高いと感

じるかについての－３（非常に低い）から＋３（非常に

高い）までの７段階のカテゴリー判断を『｢なったい繋倒｛

刺激の呈示時間は２s‘系ﾀﾞﾘ刺激の呈示時|川は０．５s，繋

留刺激と系列刺激とのＩＳＩは0.5s，試行間間隔は３鳥

とした。

結果FiH.`lは，実験２の各条件について，５糸列を

ｌブロックとして，ブロック毎の音のif{iさの評定値のＭＨ
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３高さの評定値を周波数の対数としてプiコツ卜した１，

のにIMI数をあてはめ，この関数において評定M1【がＯ

となる周波数を求め，これをＡＬとした。
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移を示したものである。２つの条件において，シンメト

リーな評定値の移動が見られた。

Fig.５に，ブロック毎のＡＬの推移を示した。Ｆ６

Ａｎｃｈｏｒ条件ではＡＬは上昇し，F1-Anchor条件では

逆に低下した｡ここでも実験１と|,I様に，刺激連続体上

で順応刺激に近づくかたちでＡＬの移動が見られた。

実験３－系列刺激と繋留刺激との距離を変数とした繋

留刺激の効果の検討一

目的周波数次元上での，系列刺激の分布範1111と繋留

刺激との位置関係を変数として，音の高さの知覚に及ぼ

す繋留刺激の効果について検討する。

方法

刺激系列刺激として，平均律音階上で５度|川隔に配

置された１５純音を用いた。各刺激の音名と周波数は，

B6＝3951.07Ｈｚ,鴎6＝2964.895Ｈｚ,Ｃ#6＝2221.16Ｈｚ，

G#5＝1663.98Ｈｚ，Ｄ#5＝1246.585Ｈｚ，Ａ秘＝933.885

Ｈｚ，Ｆ４＝698.46Ｈｚ，Ｃｌ＝523.25Ｈｚ，Ｇ３＝392Ｈｚ，Ｄ３＝

293.66Ｈｚ，Ａ２＝220Ｈｚ，Ｅ２＝１６４．８１Ｈｚ，Ｂ１＝123.47

Ｈｚ，畔1＝92.655Ｈｚ，Ｃ#1＝69.415Ｈｚで，各音のラウ

ドネスが等しくなるように，装ＩＩＴのlⅡ力強度を調整し

た。繋留刺激として，この系列の両端の２音，Ｂ６．C#ｌ

を用いた。

被験者５名の心理学専攻大学院生・学部学生を被験者

とした。いずれも実験に支障のない聴力を持っている。

また，専門的な音楽教育は受けておらず，絶対音感はな

い｡

装征刺激音の発振器として，１５刺激の強度を個別

に設定するため，ＦＭ音源モジュール（ＴＸ､81Z，ＹＡ‐

ＭＡＨＡ製）およびデジタルシンセサイザ（Ｖ､50,ＹＡ‐

ＭＡＨＡ製)を用いた点を除いて，実験１．２と共通であ

る。

手続き系列刺激の分布範囲については，上記の１５純

音を用いて，各々７刺激を含む，低音域・中音域・高音

域の３条件を設定した。但し，低音域と中音域，中音域

と高音域の間には各々３刺激ずつの重複がある。また，

繋留刺激に関して，（１）１５刺激中，最も周波数の大きい

音であるＢ６を繋卿{ﾙﾘ激として呈示するＢ6.AI1chor条

件と，（２）１５刺激111股も周波数の小さい音であるＣ#１

を繋留刺激とするＣ#1.Anchor条件と設けた。従って，

１名の被験者につき，各奄計６条件の実験を行なうこと

になる。Fig.６に，実験条件の模式図を示した。

いずれの条件についても，第１フェイズとして，１５

刺激をランダムな順序に配列したものを３系列呈示し，

直後に第２フェイズとして，７刺激をランダムに配列し

３condlIionsoIstlmulusrange

ＭｉｄＲａｎｇｃ
ＬｏｗＲａｎｇｅ

ＣＩ９１Ｆ#１ＢｌＥＺＡ２Ｄ３Ｃ３Ｃ４Ｉ鞄ＡＵｏ４Ｄｗ５ＧＤ５ＣＩＮｉＦ抄６Ｂ６

､叩ⅢⅢ!Ⅲ1Ⅲ１Ｗ
ＣｌＩｌ２condiIionsofAnchorB6

Fig、６．Illustrationofexl)ｅｒｉｍｅｎｔａｌｄｅｓｉｇｎｏｆ

Ｅｘｐ・ａ

ｌ５ｐｕｒｅｔｏｎｅｓｗｅｒｅｅｍｐｌｏｙｅｄｉｎＥｘＰ３，

Ｔｗｏｓｔｉｍｕｌｉｗｅｒｅｉｎｔｒｏｄｕｃｅｄａｓａｎｃｈｏｒａｔ

ｅｎｄｐｏｉｎｔｓｏｆｓｔｉｍｕｌｕｓｓｅｒｉｅｓ．

たものを１系列として，２０系列を繰り返した。被験者

には，系列刺激の高さに関して，カテゴリー判断（但し，

カテゴリーの両端は固定しない）を行なうよう求めた。

繋留刺激の持続時間は１３３３，ｓ・系列刺激の持続時間は

667,s，繋留刺激と系列刺激のＳＯＡは2000,s，試行

間隔は１３３３，ｓであった。

結巣Fig.７は，６つの条件について，５糸列を１ブ

ロックとしてⅢブロック毎の背の高さの評定値の推移を

示したものである。繋留刺激として用いたＢ6.C#１の両

者について，繋留刺激自体が系列に含まれている場合

に，系列全体の評定値の移動が大きい。

Fig.８は，プ口ヅク毎のlItj応水準の値の推移を示して

いる。ここでも，繋留刺激自体が系列に含まれている場

合に，ＡＬの顕著な移動が見られる。

Fig.９は，系列刺激の中央値と繋留刺激との周波数比

の関数として，ＡＬの変位量を示したものである。縦軸

はＡＬの変位量を示すが，正の値は，繋留刺激の値に近

づく方向への変位を，負の値は繋留刺激から遠ざかる方

向への変位を，それぞれ示している。系列刺激の分布し

ている範囲と繋留刺激とのIHIの距離が大きくなるにつれ

て，繋留刺激の効果が，同化から対比へと変わっていく

ことがわかる。

考察

全ての実験において，lllti応刺激・繋留刺激以外の刺激

に対する評定１１(〔が，１１個応刺激・繋留刺激に対する評定値

と共に平行に移肋しており，これは，Christman（1945）

が１１lいた刺激の分布ｌｉｂ囲は，600Ｈｚを中心とした２００

Ｈｚ程度の狭い範附ではあるものの，Christmanの結果

と一致する傾向である。

このような実験において，必ず問題となるのは，評定
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現法として採用し，意味効果の混入を排除しても，音の

高さの知此に及ぼす111N応の効果が見られることを示して

いる。本実験の結果からこの問題に面接の回轄を示すこ

とはできないが，すべての順応条件において，系列刺激

の分布範囲は不変であるのに順応刺激自体についての評

定値が移動しているということが，高さの知覚自体に変

容が生じているということのひとつの傍証と言えるであ

ろう。

Ｆｉｇ．３．Ｆｉｇ．５から，実験１と実験２についてＡＬ

の移助を比較すると，刺激系列の下端を順応刺激（繋留

刺激）とした場合については，その移動壮に大きな差異

は見られないが，刺激系列に上端を順応刺激とした場合

には，実験２においての方が，ＡＬの移動量が大きい｡

実験２における順応刺激の総呈示時間が，実験１での

順応刺激の総呈示時間よりも大きいことを反l決して，実

験２のＦ６Ａｎｃｈｏｒ条件のＡＬが顕著な上昇を示した

と考えられる。逆に，実験２のＦ１・Anch()ｒ条件ではこ

のような顕著な移動が見られないのは，両災験での刺激

の分布範附の相違に起因するものと考えられる。即ち，

実験１における刺激系列の下端は，Ｆ２＝174.61Ｈｚであ

るのに対して，実験２の刺激系列の下端はＦ１＝87.3Ｈｚ

であり，Ｆ１は，音というよりも振動のような印象が強

く，「ﾊﾞIiい－低い」というディメンションでは知覚され

にくいために，繋留効果も弱まったと考えられる。同様

の傾向が，Fig.８からも示唆される。実験３において，

B6-Anchor条件におけるＡＬの上方への移動は非常に

顕著であるが，これに比べれば，Ｃ#LAI1chor条件にお

けるＡＬの下方への移動は小さくなっている。可聴範

囲全体から考えれば上記の３つの実験で扱った刺激の

分布範囲はいずれも比較的下方に偏っており，特に系列

の下端の刺激については，元々絶対的に「低い」と知覚

されるimtiDl1にあたっているために，「低い」という知覚

についてはllln応の効果が現われにくかったものと考えら

れる。

また，Fig.９からは，順応刺激と系列刺激との周波数

次元上での距離が近い場合には，ＡＬが繋留刺激に近づ

く方向に移動する（即ち同化）のに対して，順応刺激と

系列刺激との距離が増大するにつれて，ＡＬは繋留刺激

とは述ざかる方向に移動する（l1Uち対比）ことが明らか

であるが，これについては，音色的な類似性の要因の存

在が示唆される。即ち，周波数次元上での距離が大きけ

れば大きいほど，音色的な類似性が扱なわれていくこと

がこのような事実の決定因であると考えられる。従っ

て，有効な繋留刺激は，系列刺激と周波数が近いだけで
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値の移動として記述された順応の効果が，果たして知覚

自体の変容を反映したものなのか，或いは，カテゴリー

判断のような反応の表現法に付随する意味の移動のあら

われ!こすぎないのかという問題である。Campbellｃ／

α/、（1958）は，音に対応するコードナンペーを反応の表
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